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新
総
合
計
画
策
定
に
向
け
市
民
意
識
調
査
を
実
施

市では、平成19年度からスタートする新しい総合計画の
策定を進めています。この計画に、市民のみなさんの意見
を反映させるため、昨年10月、１万人の市民を対象に、
「秋田市しあわせづくり市民意識調査」を実施しました。
市民が望む秋田市の姿はどのようなものでしょう。

将
来
の
ま
ち
の
姿
を
描
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
く
た
め
の

指
針
と
な
る
総
合
計
画
。
秋
田
市
で

は
、
昭
和
三
十
六
年
に
第
一
次
総
合

計
画
を
策
定
し
て
以
来
、
お
お
む
ね

五
年
ご
と
に
内
容
を
見
直
し
て
き
ま

し
た
。

現
在
の
第
十
次
総
合
計
画
は
平
成

十
五
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
市
町
合
併
や
少
子
高
齢
社

会
の
進
行
な
ど
、
社
会
情
勢
は
刻
々

と
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
変
化
に
合
わ
せ
て
将
来

の
市
政
の
方
向
を
定
め
る
た
め
、
平

成
十
九
年
四
月
の
ス
タ
ー
ト
を
め
ざ

し
、
新
し
い
総
合
計
画
を
作
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
新
し
い
総
合
計
画
に
市

民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
昨
年
十
月
、
十
五
歳
以
上

の
市
民
か
ら
無
作
為
抽
出
し
た
一
万

人
に
調
査
票
を
郵
送
し
、
意
識
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

質
問
内
容
は
、
秋
田
市
の
住
み
ご

こ
ち
や
、
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
市
の

施
策
の
ほ
か
、
今
後
の
市
政
運
営
の

主
要
な
柱
と
な
る
「
市
民
協
働
」
と

「
都
市
内
地
域
分
権
」
に
つ
い
て
も
伺

い
ま
し
た
。
回
答
者
は
四
千
五
十
四

人
で
、
回
答
率
は
四
〇
・
五
㌫
。

私
た
ち
の
住
む
ま
ち
が
、
こ
う
な

っ
て
ほ
し
い
ー
。

調
査
の
結
果
か
ら
、
市
民
が
望
む

将
来
の
秋
田
市
の
姿
を
見
て
み
ま
し

ょ
う
。

社
会
情
勢
に
合
わ
せ

総
合
計
画
を
見
直
し

あ
な
た
の
思
い

活
か
し
て

総
合
計
画
を
策
定
中

市
民
協
働
、
都
市
内
地

域
分
権
に
つ
い
て
質
問

“み～んなで、しあわせピース！”…子ども未来センターが主催したあそびうたセミナーで



秋
田
市
の
評
価
は
？

秋
田
市
の
環
境
や
教
育
、
ま
ち
づ
く

り
、
除
雪
な
ど
の
三
十
項
目
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
、「
よ
い
」

か
ら
「
悪
い
」
ま
で
、
五
段
階
で
評
価

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

最
も
評
価
が
高
か
っ
た
の
は
「
ご
み

の
収
集
・
処
理
や
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
取

り
組
み
」
で
、
以
下
、「
公
園
や
緑
地
・

街
路
樹
な
ど
緑
の
豊
か
さ
」「
広
報
あ

き
た
な
ど
市
政
情
報
の
得
や
す
さ
」
と

続
き
、
日
常
生
活
に
身
近
な
項
目
が
評

価
さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

逆
に
最
も
評
価
が
低
か
っ
た
の
は
、

「
産
業
や
雇
用
の
状
況
」
で
し
た
。
次

い
で
「
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
」「
冬
期
の

除
雪
」
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

秋
田
市
が
行
っ
て
い
る
施
策
の
中

で
、
ど
の
よ
う
な
面
に
力
を
入
れ
て
ほ

し
い
か
、
三
十
二
項
目
の
中
か
ら
五
つ

ま
で
選
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

「
冬
期
の
除
雪(

六
〇
・
四
㌫)

」
が
ト

ッ
プ
で
、「
雇
用
対
策
」「
高
齢
者
福
祉
」

と
続
い
て
い
ま
す
。

上
記
の
秋
田
市
の
評
価
に
お
い
て
も

「
冬
期
の
除
雪
」
が
悪
い
と
す
る
評
価

は
三
位
と
な
っ
て
お
り
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
除
雪
に
対
す
る
強
い
要
望
と
厳

し
い
評
価
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し

た
。ち

な
み
に
、
”
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
で
も
優
先
し

て
ほ
し
い
施
策
は
“と
い
う
問
い
で
も
、

除
雪
が
六
四
・
二
㌫
で
一
位
と
い
う
結

果
が
で
ま
し
た
。

こ
の
調
査
が
、
こ
の
冬
の
豪
雪
前
に

実
施
さ
れ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
ふ

だ
ん
か
ら
、
除
雪
に
は
高
い
ニ
ー
ズ
が

あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

秋
田
市
の
施
策
に
つ
い
て

力を入れてほしい秋田市の施策
(32項目のうち割合の高い15項目)

冬期の除雪　60.4％

雇用対策　47.4％

高齢者福祉　39.4％

中心市街地のにぎわい創出　38.4％

商工業の振興や地元経済の活性化 30.2％

子育て支援　29.3％

道路交通網の整備　23.9％

バス路線の維持　20.2％

健康づくり・医療・保健衛生　19.5％

防犯・防災対策　18.6％

観光振興　13.4％

乳幼児医療・児童福祉　11.7％

小・中学校の教育環境整備　11.4％

障害者福祉　10.6％

青少年の健全育成　10.4％

除雪高齢者福祉にぎわい
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しあわせづくり
市民意識調査

評価が高いベスト３

①ごみの収集・処理やリサイクルへの取り組み

②公園や緑地、街路樹など緑の豊かさ

「よい」「どちらかといえばよい」の合計(％)

③広報あきたなど市政情報の得やすさ

評価が低いワースト３

①産業や雇用の状況

②まちのにぎわい

「悪い」「どちらかといえば悪い」の合計(％)

③冬期の除雪

46.6％

42.6％

40.8％

81.1％

65.2％

61.9％
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市 民 協働
市民と市がともに考え、
ともにつくり、
ともに実行していく姿

市
民
協
働
は
活
発
な
市
民
活
動
に

よ
り
支
え
ら
れ
ま
す
。

“
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

市
民
活
動
に
関
心
が
あ
り
ま
す
か
”

と
い
う
問
い
に
は
、「
関
心
が
あ
る
」

「
あ
る
程
度
関
心
が
あ
る
」
の
合
計
が

四
八
・
七
％
と
約
半
数
を
占
め
ま
し

た
。し

か
し
、
“
市
民
活
動
に
参
加
し
て

い
ま
す
か
”
と
い
う
問
い
に
は
、「
参

加
し
た
こ
と
が
な
い
」
と
答
え
た
人
が

六
八
・
八
％
と
な
っ
て
お
り
、
市
民
活

動
へ
の
“
高
い
関
心
・
低
い
参
加
”
と

い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。

十
三
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
対
象
に
、

市
と
市
民
に
よ
る
役
割
分
担
に
つ
い

て
、「
市
が
担
う
」「
市
と
市
民
が
協
働

で
担
う
」「
市
民
が
担
う
」
と
い
っ
た

項
目
か
ら
選
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

な
か
で
も
「
市
と
市
民
が
協
働
で
担

う
」
の
割
合
は
い
ず
れ
も
高
く
、「
高

齢
者
の
生
活
支
援(

七
三
・
四
％)

」「
地

域
で
の
子
育
て
支
援(

六
九
・
一
％)

」

「
防
災
活
動(

六
六
・
五
％)

」
な
ど
、
九

項
目
で
五
〇
％
を
超
え
ま
し
た
。

ま
た
、”
市
民
協
働
を
推
進
す
べ
き

で
す
か
“
と
い
う
問
い
に
は
、「
推
進

す
べ
き(

四
三
・
四
％)

」「
あ
る
程
度
推

進
す
べ
き(

三
七
・
三
％)

」
と
約
八
割

の
人
が
肯
定
的
で
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
市
民
協
働
の
推
進
に
は
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
支
持
が
高
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

しあわせづくり
市民意識調査

公
共
サ
ー
ビ
ス
の

役
割
分
担
に
つ
い
て

サンパル秋田で行われた地域環境市民ミーティング。地域
の守りたい環境などについてみんなで一緒に考えました。

公共サービスの役割分担を「市と市民
が協働で担うべき」とした回答の割合

高齢者の生活支援　73.4％

防災活動　66.5％

地域の道路の管理　66.0％

環境活動　63.5％

障害者の生活支援　58.4％

健康増進活動　58.4％

自宅周辺の除排雪　52.5％

地域の公園や街路樹の管理　51.6％

地域の文化財の管理・活用　 48.6％

地域の公共施設の維持管理 47.3％

里地・里山の保全 42.8％

公衆トイレの維持管理 30.4％

市
民
活
動
に
つ
い
て

地域での子育て支援　69.1％

市民活動に関心が
ありますか

市民協働を推進
すべきですか



地

権
分
域

市
民
に
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

身
近
な
場
所
で
提
供
し
、
地
域
の

課
題
は
あ
る
程
度
地
域
で
解
決
で

き
る
体
制
づ
く
り

都

内
市

都
市
内
地
域
分
権
に
つ
い
て

都
市
内
地
域
分
権
を「
知
っ
て
い
る
」

が
一
一
・
〇
㌫
、「
あ
る
程
度
知
っ
て
い

る
」
が
二
〇
・
〇
㌫
で
あ
る
の
に
対
し
、

ほ
ぼ
半
数
の
人
が
「
知
ら
な
い
」
と
い

う
状
況
で
し
た
。

“
都
市
内
地
域
分
権
を
推
進
す
べ
き

で
す
か
”
と
い
う
質
問
に
は
、「
推
進

す
べ
き
」
と
答
え
た
人
が
四
七
・
三
㌫
、

「
あ
る
程
度
推
進
す
べ
き
」
が
三
一
・

七
㌫
と
、
こ
の
考
え
方
に
対
す
る
支
持

は
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

受
益
と
負
担
に
つ
い
て
〜
公
共
施
設
の
利
用
料
を
例
に

公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
に
は
、

市
が
負
担
す
る
部
分
と
利
用
料
な
ど

の
形
で
利
用
者
が
負
担
す
る
部
分
が

あ
り
ま
す
。
市
が
負
担
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
そ
の
施
設
を
利
用
す
る
、

し
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
税
金
と
い
う

形
で
す
べ
て
の
市
民
が
費
用
を
負
担

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
十
五
の
公

共
施
設
を
対
象
に
、
利
用
料
の
負
担

の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

「
市
が
全
額
」
ま
た
は
「
市
が
多
く

負
担
」
す
べ
き
施
設
と
し
て
、「
斎
場
」

「
美
術
館
・
博
物
館
」「
動
物
園
」
が
上

位
に
入
り
ま
し
た
。
一
方
、「
利
用
者

が
全
額
」
ま
た
は
「
利
用
者
が
多
く

負
担
」
す
べ
き
施
設
の
上
位
は
、「
キ

ャ
ン
プ
場
」「
市
民
農
園
」「
音
楽
な

ど
の
練
習
室
」
と
な
り
ま
し
た
。

年
代
別
に
み
る
と
、
若
い
世
代
ほ

ど
「
市
が
全
額
」
ま
た
は
「
市
が
多
く

負
担
」
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、

年
代
に
よ
っ
て
意
識
の
違
い
が
認
め

ら
れ
ま
す
。
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公共施設の利用料
について

都市内地域分権を
知っていますか

み
ん
な
元
気
が
一
番
！
…
土
崎
保
育
所

「市が負担」と回答された
上位３施設

①斎場

②美術館、博物館

「市が全額」「市が多く負担」の合計(％)

③動物園

58.8％

53.2％

49.2％

「利用者が負担」と回答された
上位３施設

①キャンプ場

②市民農園

「利用者が全額」「利用者が多く負担」の合計(％)

③音楽などの練習室

50.2％

50.1％

39.0％

都市内地域分権を
推進すべきですか

調査結果は、
秋田市ホームページでもご覧いただけます。
http://www.city.akita.akita.jp/

市民意識調査の問い合わせ

企画調整課tel(８６６)２０３２


